
空手１プレミアリーグ 2023 福岡大会

優勝した組手と形の選手たち。左から大野ひかる（女子個人形）、本一将（男子個人形）、４人目が橋本大夢（組手 60㎏級）、
７人目が嶋田さらら（組手 61㎏級）、右から２人目が澤江優月（組手 68㎏超級）
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女
子
女
子
6161
㎏
級
決
勝
＝
終
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
響
く
中
、
嶋
田
（
左
）
が
上
段
突
き
を
決
め
る

㎏
級
決
勝
＝
終
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
響
く
中
、
嶋
田
（
左
）
が
上
段
突
き
を
決
め
る

 

■
組
手

▼
女
子

▽
61
㎏
級

　

嶋
田
さ
ら
ら
（
国
士
舘
大
）
は
、
準
決

勝
で
鈴
木
眞
弥
（
日
本
空
手
松
涛
連
盟
）

を
１
―
０
で
下
し
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
ド
イ
ツ
の
カ
ミ
ス
。
嶋

田
は
開
始
30
秒
で
先
制
ポ
イ
ン
ト
を
奪
わ

れ
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
ら
れ
る
。

し
か
し
残
り
45
秒
で
間
合
い
を
詰
め
た
突

き
で
有
効
を
奪
取
。
直
後
、
両
者
は
上
段

突
き
を
決
め
、
嶋
田
は
２
―
３
ま
で
詰
め

寄
る
。
残
り
３
秒
、
後
が
な
い
嶋
田
は
相

手
の
上
段
突
き
を
躱か
わ

し
な
が
ら
渾
身
の
中

段
突
き
を
決
め
て
同
点
と
な
っ
た
。

　

再
開
の
直
後
に
終
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
る

な
か
、
後あ
と

退ず
さ

り
す
る
相
手
に
嶋
田
が
左
の

上
段
突
き
を
繰
り
出
し
て
試
合
は
終
了
し

た
。
ビ
デ
オ
判
定
の
結
果
、
こ
れ
が
有
効

と
な
り
４
―
３
で
嶋
田
が
逆
転
勝
利
。
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
嬉う
れ

し
い
初
優
勝
に
輝
い

た
。

◎
優
勝
＝
嶋
田
さ
ら
ら
（
国
士
舘
大
）

「
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
。

最
初
、
相
手
に
取
ら
れ
た
時
、
い
つ
も
の

負
け
パ
タ
ー
ン
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
で

も
も
っ
た
い
な
い
負
け
を
し
て
は
い
け
な

　

空
手
１
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
２
０
２
３
福
岡
大
会
（
主
催
＝
世
界
空
手
連
盟
〔
以
下
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
〕）
が
、

６
月
９
日
〜
11
日
に
46
の
国
と
地
域
か
ら
延
べ
２
９
６
人
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
福
岡
国
際
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
県
福
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
。
決
勝
が
行
わ
れ
た
11
日
に
は
、
約
２
０
０
０
名
の
観
客
（
関

係
者
を
含
む
）
が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
を
間
近
で
観
戦
。
組
手
の
部
・
女
子
61
㎏
級
の
決
勝
で
、

嶋
田
さ
ら
ら
（
国
士
舘
大
）
が
カ
ミ
ス
（
ド
イ
ツ
）
に
４
―
３
で
逆
転
勝
利
し
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
日
本
開
催
は
２
０
１
９
年
に
行
わ
れ
た
東
京
大
会
以
来
４
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

嶋
田
さ
ら
ら
が
逆
転
優
勝

空手１プレミアリーグ 2023 福岡大会
女　子
61㎏級
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い
。
自
分
の
得
意
技
を
出
し
切
っ
て
終
わ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
切
り
替
え

て
、
自
分
の
得
意
技
を
思
い
切
っ
て
出

し
、
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

教
育
実
習
の
期
間
中
で
、
今
大
会
は
限
ら

れ
た
時
間
で
の
練
習
で
し
た
。
そ
の
代
わ

り
に
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ

で
補
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
は
少
し
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
自
分
の
感
覚
は
狂
っ
て

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
個
人

で
日
本
一
を
目
指
し
た
い
の
と
、
国
際
試

合
で
も
毎
回
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」

▽
68
㎏
超
級

　

決
勝
は
澤
江
優
月
（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
）
と
齊
藤
綾
夏
（
Ａ
Ｇ
Ｐ
）
の
日
本

人
対
決
。
澤
江
は
２
０
２
２
年
、
齊
藤
は

21
年
の
全
日
本
選
手
権
の
覇
者
。
齊
藤
は

22
年
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
グ
ラ
ン
ド
ウ
イ

ナ
ー
（
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
を
獲
得
し

て
い
る
。

　

手
の
内
を
知
り
尽
く
す
両
者
は
互
い
に

攻
撃
を
繰
り
出
せ
ず
、
間
合
い
を
と
っ
て

機
を
窺う
か
がう
。
残
り
30
秒
を
切
っ
た
と
こ
ろ

で
、互
い
に
攻
勢
に
転
じ
た
。終
了
間
際
、

澤
江
が
上
段
突
き
で
有
効
を
奪
取
。
澤
江

が
１
―
０
で
接
戦
を
制
し
、
プ
レ
ミ
ア
リ

ー
グ
初
優
勝
に
輝
い
た
。

▶︎
決
勝
で
嶋
田
（
左
）
が
中
段
突
き
を
決
め
て
同
点
に
追
い
つ
く

▶︎
決
勝
で
嶋
田
（
左
）
が
中
段
突
き
を
決
め
て
同
点
に
追
い
つ
く

◀試合終了後、亀山歩コーチとともに喜び合う嶋田◀試合終了後、亀山歩コーチとともに喜び合う嶋田
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男子 60㎏級決勝＝
橋本（右）が上段と中段突きでポイントを重ねる

◎
優
勝
＝
澤
江
優
月（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）

「
決
勝
は
い
い
試
合
だ
っ
た
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
取
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
こ
ろ
を
取
れ
た
の
で
、
嬉
し
い

で
す
。『
先
取
』
を
取
っ
た
後
、
試
合
時

間
は
残
り
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
齊
藤
先

輩
も
強
い
選
手
な
の
で
、『
守
っ
て
は
い

け
な
い
』
と
思
い
、
最
後
ま
で
気
を
抜
か

ず
に
勝
負
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
改
善
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
見

え
ま
し
た
。
今
年
は
社
会
人
に
な
っ
た
の

で
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
し
っ
か

り
と
優
勝
し
て
い
き
た
い
で
す
」

▼
男
子

▽
60
㎏
級

　

決
勝
は
橋
本
大
夢
（
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
）
と
テ
ィ
ム
ラ
リ
エ
フ
（
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
）
の
対
戦
。
開
始
直
後
、
橋
本
は
右

の
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
「
先

取
」
を
獲
得
す
る
。
そ
の
後
も
伸
び
の
あ

る
中
段
と
上
段
で
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
５

―
１
と
リ
ー
ド
を
広
げ
て
い
く
。
残
り
１

分
42
秒
、
上
段
蹴
り
で
一
本
を
取
ら
れ
、

５
―
４
と
詰
め
寄
ら
れ
る
も
の
の
、
橋
本

は
そ
の
後
も
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
、
終
わ

っ
て
み
れ
ば
10
―
４
で
快
勝
。
感
涙
に
咽む
せ

び
な
が
ら
、
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
初
優
勝

を
飾
っ
た
。

女子 68㎏超級決勝＝
澤江（右奥）が上段突きで有効を奪う
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そ
の
他
の
日
本
選
手
の
主
な
戦
績
は
以

下
の
と
お
り
。

▼
女
子

　

50
㎏
級
で
は
、
３
位
決
定
戦
で
堤
さ
ら

（
国
士
舘
大
）
が
敗
退
し
た
。

　

55
㎏
級
で
は
、決
勝
で
中
村
し
お
り（
エ

ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
東
京
五

輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
テ
ル
リ
ウ
ガ
（
ウ
ク

ラ
イ
ナ
）
と
対
戦
し
２
―
10
で
敗
れ
て
、

２
位
に
入
賞
し
た
。

　

61
㎏
級
で
は
、
３
位
決
定
戦
で
久
住
呂

有
紀
（
帝
京
中
学
・
高
校
職
）
が
鈴
木
眞

弥
と
の
日
本
人
対
戦
を
５
―
４
で
制
し

て
、
３
位
に
入
賞
。

　

68
㎏
級
で
は
、
決
勝
で
釜
つ
ば
さ
（
同

志
社
大
）
は
キ
リ
シ
（
ス
イ
ス
）
に
５
―

２
で
敗
れ
、
２
位
に
入
賞
し
た
。
３
位
決

定
戦
で
染
谷
香
予
は
敗
退
し
た
。

　

68
㎏
超
級
で
は
、
準
々
決
勝
で
植
草
歩

が
敗
退
し
た
。

▼
男
子

　

67
㎏
級
で
は
、
３
位
決
定
戦
で
小
崎
友

碁
（
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
が
敗
退
。

準
々
決
勝
で
中
野
壮
一
朗
（
イ
ー
・
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
）
と
中
野
大
輝
（
三
重
県
ス
ポ

ー
ツ
協
会
）
が
そ
れ
ぞ
れ
敗
退
し
た
。

　

75
㎏
級
で
は
、
準
々
決
勝
で
崎
山
優
成

（
近
畿
大
職
）
が
敗
退
し
た
。

　

84
㎏
級
で
は
、
３
位
決
定
戦
で
江
藤
純

哉
（
大
分
市
消
防
局
）
が
ア
ブ
デ
セ
レ
ム

（
フ
ラ
ン
ス
）
に
４
―
２
で
勝
利
し
、
３

位
に
入
賞
し
た
。

▼
女
子

　

準
決
勝
で
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の

大
野
ひ
か
る
（
大
分
消
防
局
）
と
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
の
清
水
希
容
（
ミ

キ
ハ
ウ
ス
）
が
対
戦
し
注
目
を
集
め
た
。

５
月
の
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
、
モ
ロ
ッ
コ
・

ラ
バ
ト
大
会
で
は
清
水
が
優
勝
、
大
野
は

３
位
に
入
賞
し
て
い
る
。
初
め
に
清
水
が

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演

武
。
対
し
て
大
野
が
得
意
の
ス
ー
パ
ー
リ

ン
ペ
イ
を
演
武
し
た
。
43
・
10
の
同
点
な

が
ら
も
内
容
差
で
大
野
が
競
り
勝
っ
た
。

　

決
勝
で
大
野
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位

の
ラ
ウ
（
香
港
）
と
対
戦
。
初
め
に
ラ
ウ

が
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演

武
。
続
い
て
大
野
は
パ
ー
プ
ー
レ
ン
を
演

武
し
た
。
指
先
ま
で
行
き
届
い
た
繊
細
で

キ
レ
の
あ
る
動
き
で
前
後
左
右
に
突
き
を

繰
り
出
し
、
圧
巻
の
演
武
を
行
っ
た
。
大

野
は
45
・
50
点
で
ラ
ウ
（
43
・
70
点
）
に

圧
勝
。
地
元
九
州
で
今
年
の
プ
レ
ミ
ア
リ

ー
グ
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

女子個人形優勝＝大野ひかる（パープーレン）

 

■
個
人
形

女子個人形３位＝清水希容（チャタンヤラ・クーサンクー）
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◎
優
勝
＝
大
野
ひ
か
る（
大
分
市
消
防
局
）

「
地
元
九
州
で
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
発
揮
し
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
大
会
は
清
水
選
手
と
の

準
決
勝
が
山
場
で
し
た
。
い
つ
も
僅
差
で

敗
れ
て
い
ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
、
応
援
を
パ
ワ
ー
に
し
て
戦
え
た
と

思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
世
界
選
手
権
の
選
考

会
が
あ
る
の
で
、
今
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
、
選
考
会
に
望
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

▼
男
子

　

準
決
勝
で
本
一
将
（
Ａ
Ｇ
Ｐ
）
と
西
山

走
（
大
分
市
消
防
局
）
が
対
戦
。
ラ
バ
ト

大
会
で
は
西
山
が
優
勝
、
本
は
３
位
に
入

賞
し
て
い
る
。
初
め
に
西
山
が
チ
バ
ナ
ノ

ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
打
ち
、
続
い
て
本
が
ガ

ン
カ
ク
を
演
武
し
た
。
本
が
42
・
70
、
西

山
が
42
・
00
点
を
記
録
。
本
が
西
山
を
僅

差
で
破
っ
て
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
、
本
の
相
手
は
菊
地
凌
之
輔
（
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）。
本
は
ウ
ン
ス
ー
を
演
武
。

跳
躍
で
は
ピ
タ
ッ
と
静
止
す
る
見
事
な
着

地
を
見
せ
44
・
60
点
の
高
得
点
を
付
け

た
。
本
は
菊
地
（
パ
ー
プ
ー
レ
ン
／
43
・

30
点
）
を
退
け
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
本
一
将
（
Ａ
Ｇ
Ｐ
）

「
チ
ャ
ン
ス
を
モ
ノ
に
し
て
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
準

決
勝
で
対
戦
し
た
西
山
選
手
に
は
、
最
近

は
負
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
勝
負
を

か
け
た
ガ
ン
カ
ク
を
決
め
ら
れ
て
自
信
を

取
り
戻
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
選
考
会
や

国
際
大
会
が
続
く
の
で
、
今
大
会
で
感
じ

た
課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し
成
長
し
て
、

さ
ら
に
い
い
形
を
打
て
る
自
分
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
」

◇

　

そ
の
他
の
日
本
選
手
の
主
な
戦
績
。

▼
女
子

　

３
位
決
定
戦
で
清
水
希
容
は
チ
バ
ナ
ノ

ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演
武
し
、山
田
和
花（
慶

應
義
塾
大
）
を
下
し
て
入
賞
し
た
。
同
じ

く
３
位
決
定
戦
で
大
内
美
里
沙
（
同
志
社

大
）
は
チ
バ
ナ
ノ
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演
武

し
、
清
水
那
月
（
Ｉ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）
を
下
し
て
入
賞
し
た
。

▼
男
子

　

３
位
決
定
戦
で
西
山
は
ス
ー
パ
ー
リ
ン

ペ
イ
を
打
っ
て
、
ト
ザ
キ
（
ア
メ
リ
カ
）

を
退
け
、
３
位
に
入
賞
し
た
。

男子個人形２位＝菊地凌之輔（パープーレン）男子個人形優勝＝本一将（ウンスー）

心技体 人を育てる総合誌
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【大会結果】【大会結果】

◆組手 優　勝 ２　位 ３　位

男子 60㎏級 橋本大夢（日本） Timraliyev Darkhan（カザフスタン） Hari Sankar Sureeya Sankar（マレーシア） Haas Florian（ドイツ）

男子 67㎏級67㎏級 Almasatfa Abdel Rahman（ヨルダン） Ghaith Afeef（ヨルダン） Amirali Didar（カザフスタン） Xenos Dionysios（ギリシャ）

男子 75㎏級75㎏級 Pietromarchi Lorenzo（イタリア）Yurur Omer Faruk（トルコ）Mahauden Quentin（ベルギー）De Vivo Daniele（イタリア）

男子 84㎏級84㎏級 Aljafari Mohammad（ヨルダン）Kvesic Ivan（クロアチア） 江藤純哉（日本） Chobotar Valerii（ウクライナ）

男子 84㎏超級84㎏超級 Talibov Ryzvan（ウクライナ）Seck Sakho Babacar（スペイン） Elmasry Ahmed（エジプト） Toltay Abylay（カザフスタン）

女子 50㎏級50㎏級 Salama Reem Ahmed（エジプト） Gomez Morales Nadia（スペイン）Zhangbyrbay Moldir（カザフスタン）Salazar Yorgelis（ベネゼイラ）

女子 55㎏級55㎏級 Terliuga Anzhelika（ウクライナ） 中村しおり（日本） Schaerer Maya（スイス） Ussenova Gulmira（カザフスタン）

女子 61㎏級61㎏級 嶋田さらら（日本） Khamis Reem（ドイツ） Serogina Anita（ウクライナ）久住呂有紀（日本）

女子 68㎏級68㎏級 Quirici Elena（スイス） 釜つばさ（日本） Alikul Laura（カザフスタン） Zaretska Iryna（アゼルバイジャン）

女子 68㎏超級68㎏超級 澤江優月（日本） 齊藤綾夏（日本） Berultseva Sofya（カザフスタン）Torres Garcia Maria（スペイン）

◆個人形◆個人形 優　勝 ２　位 ３　位

男子男子 本　一将（日本） 菊地凌之輔（日本） Quintero Capdevila Damian Hugo（スペイン）西山　走（日本）

女子女子 大野ひかる（日本） Lau Mo Sheung Grace（香港）大内美里沙（日本） 清水希容（日本）
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ニュース　全日本学生柔道優勝大会

　

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
72

回
・
女
子
32
回
）
が
６
月
24
・
25
日
に
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
女
と
も
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
が
大

学
日
本
一
を
目
指
し
て
鎬
し
の
ぎ

を
削
っ
た
。

　

男
子
は
、
国
士
舘
大
学
が
決
勝
で
東
海

大
学
を
３
─
０
で
下
し
て
16
年
ぶ
り
、
７

回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。
女
子
５
人
制

は
、
環
太
平
洋
大
学
が
国
士
舘
大
学
を
下

し
、
３
度
目
の
優
勝
。
女
子
３
人
制
は
、

東
海
大
学
九
州
が
広
島
大
学
に
勝
利
し

て
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

昨
年
６
連
覇
を
果
た
し
た
東
海
大
は
、

決
勝
ま
で
の
試
合
で
２
回
戦
は
６
─
０
、

３
回
戦
は
７
─
０
、
４
回
戦
は
３
─
０
、

準
決
勝
は
３
─
１
と
、
わ
ず
か
１
敗
で
勝

ち
進
み
、
他
大
学
を
寄
せ
付
け
ず
、
16
年

連
続
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

反
対
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
国
士
舘
大
が

２
回
戦
は
５
─
０
、
３
回
戦
は
３
─
１
、

４
回
戦
は
５
─
０
、
準
決
勝
で
は
名
門
の

天
理
大
を
４
─
０
で
下
し
た
。
国
士
舘
大

も
準
決
勝
ま
で
わ
ず
か
１
敗
で
順
当
に
勝

ち
上
が
り
、
昨
年
と
同
様
、
東
海
大
と
の

決
勝
の
舞
台
に
臨
ん
だ
。

国士舘大学が 16 年ぶりの優勝
２０２３年度全日本学生柔道優勝大会

◇
決
勝

　

国
士
舘
大
学　

３
─
０　

東
海
大
学

先
鋒　

竹
市
大
祐　

引　

分　

天
野
開
斗

次
鋒　
小
田
桐
美
生
○
合　

技　

森
田
和
志

五
将　

岡
田　

陸　

引　

分　

新
井
道
大

中
堅　

髙
橋　

翼　

引　

分　
石
本
慎
太
郎

三
将　

金
澤
聡
瑠　

引　

分　

工
藤
海
人

副
将　

斉
藤　

立
○
指
導
３　

中
村
雄
太

大
将　
藤
永
龍
太
郎
◯
内　

股　

鈴
木
直
登

　

先
鋒
戦
は
引
分
。
続
く
次
鋒
戦
は
国
士

舘
大
・
小
田
桐
と
東
海
大
・
森
田
の
対
戦
。

小
田
桐
の
身
長
が
168
ｃｍ
に
対
し
て
、
森
田

は
191
ｃｍ
と
体
格
差
が
あ
る
。
開
始
28
秒
、

小
田
桐
が
背
負
投
を
仕
掛
け
た
と
こ
ろ
を

森
田
が
裏
投
で
返
そ
う
と
す
る
も
、
小
田

桐
が
そ
の
裏
投
を
小
内
刈
で
返
し
て
技
有

り
を
奪
取
。
そ
し
て
開
始
１
分
９
秒
、
小

田
桐
が
小
内
巻
込
で
技
有
り
を
奪
い
、
合

技
一
本
で
勝
利
。
体
格
差
を
物
と
も
せ

ず
、
小
田
桐
が
大
き
な
1
勝
を
摑つ
か

み
と
っ

た
。

　

続
く
五
将
・
中
堅
・
三
将
戦
は
引
き
分

け
て
、
迎
え
た
副
将
戦
。
国
士
舘
大
は
勝

利
す
る
と
優
勝
が
決
ま
る
。
副
将
戦
は
国

士
舘
大
・
斉
藤
と
東
海
大
・
中
村
の
一

戦
。
開
始
27
秒
、
引
手
を
持
つ
の
を
嫌
っ

た
中
村
に
指
導
１
。
そ
の
後
１
分
26
秒
、

■
男
子
団
体
戦
（
62
チ
ー
ム
出
場
）

男子団体戦・優勝＝国士舘大学男子団体戦・優勝＝国士舘大学
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両
者
に
ワ
ン
ハ
ン
ド
で
指
導
１
。
中
村
は

後
が
な
く
な
る
。
中
村
は
積
極
的
に
技
を

仕
掛
け
る
が
、
斉
藤
を
崩
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
後
も
決
め
手
に
欠
き
、
攻
め

あ
ぐ
ね
て
い
る
と
残
り
時
間
53
秒
、
中
村

の
攻
め
が
相
手
を
投
げ
る
意
思
の
な
い
攻

撃
と
み
な
さ
れ
指
導
３
で
反
則
負
け
。
こ

の
瞬
間
、国
士
舘
大
の
優
勝
が
決
定
し
た
。

　

大
将
戦
は
国
士
舘
大
・
藤
永
と
東
海

大
・
鈴
木
の
一
戦
。
開
始
２
分
39
秒
、
藤

永
が
内
股
で
一
本
を
奪
い
勝
利
。
鮮
や
か

な
投
技
で
大
会
を
締
め
括
っ
た
。

　

３
―
０
で
国
士
舘
大
が
勝
利
。
昨
年
の

雪
辱
を
果
た
し
、
16
年
ぶ
り
７
度
目
の
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
国
士
舘
大
・
吉
永
慎
也
監
督

の
大
会
で
優
勝
す
る
難
し
さ
を
コ
ー
チ
時

代
か
ら
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
こ
う

し
て
指
導
者
、
選
手
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
優
勝
、
日
本
一

を
達
成
で
き
て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
優
勝
は
、
国
士
舘

大
学
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
の

で
、
本
当
に
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

◎
優
勝
＝
国
士
舘
大
・
斉
藤
立
選
手

男子決勝・大将戦＝
国士舘大・藤永（上）が内股の一本で大会を締め括る

男子決勝・次鋒戦＝国士舘大・小田桐（手前）が小内刈で技有を奪う

「
あ
ま
り
（
優
勝
し
た
）
実
感
が
な
い
で

す
。
東
海
大
学
を
は
じ
め
、
色
々
な
強
豪

大
学
に
ず
っ
と
や
ら
れ
続
け
て
き
て
、
こ

「（
個
人
と
し
て
）
昨
年
の
全
日
本
選
手

権
で
優
勝
し
た
後
に
、
こ
の
大
会
で
負
け

て
、
本
当
に
地
獄
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
試
合
で
優
勝
で
き
な
け

れ
ば
自
分
は
一
生
呪
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
何
か
引
っ
か
か
る
よ
う
な
気
持
ち
が

ず
っ
と
残
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
、
本
当

に
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

優勝し、感極まる国士舘大学の選手たち優勝し、感極まる国士舘大学の選手たち
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ニュース　全日本学生柔道優勝大会

　

環
太
平
洋
大
は
２
回
戦
は
４
─
０
、
３

回
戦
は
４
─
０
、
４
回
戦
は
２
─
１
と
４

回
戦
ま
で
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
て
い
く
。

準
決
勝
で
は
前
回
大
会
で
３
連
覇
を
果
た

し
た
東
海
大
と
対
戦
。
３
─
１
で
環
太
平

洋
大
が
勝
利
し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

国
士
舘
大
は
２
回
戦
は
５
─
０
、
３
回

戦
は
４
─
１
、
４
回
戦
は
２
─
０
と
順
調

に
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
仙
台
大
と
対
戦

し
た
。
勝
利
者
数
が
１
─
１
で
並
ぶ
も
内

容
差
で
勝
っ
た
国
士
舘
大
が
苦
し
み
な
が

ら
も
勝
利
し
、
決
勝
の
舞
台
に
進
ん
だ
。

◇
決
勝

　

環
太
平
洋
大　

２
―
１　

国
士
舘
大

先
鋒　

白
石　

響　

引　

分　
五
十
嵐
日
菜

次
鋒　

荒
川
清
楓
○
指
導
３　

中
間
瑞
紀

中
堅　

鈴
木
胡
桃　

引　

分　
山
口
葵
良
梨

副
将　

石
岡
来
望
○
背
負
投　

渡
邊
菜
月

大
将　

髙
山
紗
楓　

反
則
負
◯
稲
葉
千
皓

　

ま
ず
先
鋒
戦
は
引
分
。
次
鋒
戦
は
環
太

平
洋
大
・
荒
川
と
国
士
舘
大
・
中
間
が
対

戦
し
た
。
開
始
33
秒
、
中
間
が
ピ
ス
ト
ル

グ
リ
ッ
プ
で
１
つ
目
の
指
導
を
受
け
る
。

１
分
８
秒
、
何
の
攻
撃
動
作
も
と
ら
な
か

っ
た
た
め
両
者
に
指
導
１
。
そ
の
後
、
荒

川
が
中
間
を
抑
え
込
む
が
、
ポ
イ
ン
ト
に

は
な
ら
な
い
。
お
互
い
決
め
手
に
欠
き
試

合
開
始
か
ら
２
分
46
秒
、
両
者
に
ワ
ン
ハ

ン
ド
に
対
し
て
指
導
が
入
り
、
中
間
が
指

導
３
で
反
則
負
け
。
荒
川
が
勝
利
を
摑
み

と
っ
た
。中
堅
戦
は
引
分
。続
く
副
将
戦
、

こ
こ
で
勝
利
す
る
と
優
勝
が
決
ま
る
環
太

平
洋
大
。

　

副
将
戦
は
準
決
勝
ま
で
全
て
一
本
勝
を

し
て
い
る
環
太
平
洋
大
・
石
岡
と
国
士
舘

大
・
渡
邊
の
一
戦
。
開
始
早
々
、
石
岡
が

渡
邊
を
崩
し
、
寝
技
で
攻
め
る
。
渡
邊
を

４
回
転
さ
せ
一
時
抑
え
込
む
も
ポ
イ
ン
ト

に
は
な
ら
ず
。
そ
の
後
も
攻
め
続
け
る
石

岡
と
防
戦
一
方
の
渡
邊
。
開
始
２
分
40

秒
、
石
岡
が
背
負
投
を
決
め
て
勝
利
。
こ

の
瞬
間
、
環
太
平
洋
大
の
優
勝
が
決
ま
っ

た
。

　

大
将
戦
は
国
士
舘
大
・
稲
葉
が
亀
に
な

っ
て
い
る
状
態
の
時
に
環
太
平
洋
大
・
髙

山
が
膝
打
ち
を
し
て
反
則
負
け
。
最
終
的

に
２
─
１
で
環
太
平
洋
大
が
国
士
舘
大
を

下
し
、
10
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
に
輝
い

た
。

◎
優
勝
＝
環
太
平
洋
大
・
矢
野
智
彦
監
督

「
選
手
た
ち
学
生
た
ち
が
チ
ー
ム
の
た
め

に
準
備
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
安
心

し
て
い
ま
す
。
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

◎
優
勝
＝
環
太
平
洋
大
・
石
岡
来
望
選
手

「
自
分
が
去
年
（
勝
ち
本
数
を
）
取
ら
れ

て
チ
ー
ム
が
負
け
て
悔
し
い
思
い
を
し
た

の
で
、
今
年
は
絶
対
に
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ

ー
に
な
る
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き
た

の
で
勝
て
て
よ
か
っ
た
で
す
。
応
援
が
力

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

女子５人制決勝・次鋒戦＝
環太平洋大・荒川（左）と国士舘大・中間の組手争い

女子５人制決勝・副将戦＝環太平洋大・石岡（上）が寝技で攻める

■
女
子
５
人
制

■
女
子
５
人
制
（（
4040
チ
ー
ム
出
場
）

チ
ー
ム
出
場
）

女子５人制・優勝＝環太平洋大学女子５人制・優勝＝環太平洋大学
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女子３人制決勝・中堅戦＝
東海大九州・入江（右）が果敢に攻める

利
。
大
将
戦
は
、
東
海
大
九
州
・
鎌
田
が

内
股
と
横
四
方
固
の
合
技
一
本
で
勝
利
。

東
海
大
九
州
が
２
─
１
で
初
優
勝
に
輝
い

た
。

◎
優
勝
＝
東
海
大
九
州
・
鍋
倉
義
盛
監
督

「
昨
年
３
人
制
に
初
め
て
挑
戦
し
て
、
３

位
で
し
た
。
今
年
は
ど
こ
ま
で
い
け
る
か

挑
戦
で
し
た
が
、
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年
、
連
覇
を

果
た
す
た
め
に
強
化
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
と
、
部
員
が
３
人
し
か
い
な
い
の
で
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
入
す
る
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら

と
思
っ
て
ま
す
」

女子３人制決勝・大将戦＝
東海大九州・鎌田（左）と広島大・藤原の組手争い

【
大
会
結
果
】

■
男
子

▽
優
勝
＝
国
士
舘
大

▽
準
優
勝
＝
東
海
大

▽
第
３
位
＝
天
理
大
、
明
治
大

▽
優
秀
選
手
＝
藤
永
龍
太
郎
（
国
士
舘
大
）、

小
田
桐
美
生
（
国
士
舘
大
）、
石
本
慎
太

郎
（
東
海
大
）、
天
野
開
斗
（
東
海
大
）、

甲
木
碧
（
明
治
大
）、平
見
陸
（
天
理
大
）、

長
谷
川
功
斉
（
筑
波
大
）、
笠
井
雄
太
（
早

稲
田
大
）、
松
本
匡
平
（
國
學
院
大
）、
北

條
嘉
人
（
日
本
大
）

■
女
子
５
人
制

▽
優
勝
＝
環
太
平
洋
大

▽
準
優
勝
＝
国
士
舘
大

▽
第
３
位
＝
東
海
大
、
仙
台
大

▽
優
秀
選
手
＝
石
岡
来
望
（
環
太
平
洋
大
）、

山
口
葵
良
梨
（
国
士
舘
大
）、込
山
未
菜
（
東

海
大
）、
吉
田
日
和
（
仙
台
大
）、
瀬
戸
亜

香
音
（
東
京
学
芸
大
）、
谷
朱
音
（
筑
波

大
）、
溝
口
葵
（
龍
谷
大
）、
瀬
戸
美
咲
（
山

梨
学
院
大
）

■
女
子
３
人
制

▽
優
勝
＝
東
海
大
学
九
州

▽
準
優
勝
＝
広
島
大

▽
第
３
位
＝
福
岡
工
業
大
、
同
志
社
大

▽
優
秀
選
手
＝
鎌
田
晶
妃
（
東
海
大
九
州
）、

安
枝
風
香
（
広
島
大
）、
羽
田
野
真
尋
（
福

岡
工
業
大
）、名
和
田
千
紘
（
同
志
社
大
）、

中
束
玲
那
（
創
価
大
）、
畑
田
優
菜
（
姫

路
獨
協
大
）、
宮
本
迪
佳
（
東
日
本
国
際

大
）、
和
田
あ
お
い
（
九
州
共
立
大
）

　

準
決
勝
で
、
東
海
大
九
州
は
前
年
優
勝

の
福
岡
工
業
大
を
下
し
て
決
勝
に
進
出
。

決
勝
は
東
海
大
九
州
と
広
島
大
学
の
初
優

勝
を
か
け
た
対
決
と
な
っ
た
。

◇
決
勝

　

東
海
大
九
州　

２
―
１　

広
島
大

先
鋒　

増
田
美
羽　
横
四
方
固
◯
安
枝
風
香

中
堅　

入
江
桃
子
○
合　

技　

今
岡
そ
ら

大
将　

鎌
田
晶
妃
◯
合　

技　

藤
原
京
加

　

先
鋒
戦
は
広
島
大
・
安
枝
が
横
四
方
固

で
一
本
勝
。
中
堅
戦
は
東
海
大
九
州
・
入

江
が
大
外
刈
と
内
股
の
合
技
一
本
で
勝

女子３人制・優勝＝東海大学九州

■
女
子
３
人
制

■
女
子
３
人
制
（（
2121
チ
ー
ム
出
場
）

チ
ー
ム
出
場
）

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　全日本学生剣道選手権大会

　

第
71
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、
毎
日

新
聞
社
）
が
７
月
２
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ

た
176
名
が
、
学
生
剣
道
日
本
一
を
目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
試
合
は
木
村
恵け
い

都と

（
鹿
屋
４
年
）
が
鈴
木
龍り
ゅ

哉う
や

（
法
政
３
年
）
と
の
決
勝
を
制
し
、初
優
勝
に
輝
い
た
。

　
第
71
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
　

木
村
恵
都

木
村
恵
都
（
鹿
屋
）

（
鹿
屋
）
が
悲
願
の
初
優
勝

が
悲
願
の
初
優
勝

　

前
々
回
準
優
勝
の
木
村
が
い
ち
早
く
ベ

ス
ト
４
に
進
出
。
そ
の
後
、矢
野
将ま
さ

利と
し（

法

政
３
年
）、
鈴
木
龍り
ゅ

哉う
や

、
山
本
清し
ょ

吾う
ご

（
日

体
４
年
）の
３
名
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

木
村　
　

メ
｜　
　
　

矢
野

　

試
合
中
盤
、
鍔つ
ば

迫ぜ

り
合
い
か
ら
離
れ
る

瞬
間
を
木
村
が
引
き
面
で
一
本
先
取
。
そ

の
後
、
木
村
は
鍔
迫
り
合
い
の
反
則
を
付

与
さ
れ
る
も
、
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
守
り

抜
き
、２
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

鈴
木　

メ
メ
｜　

コ　

山
本

　

開
始
直
後
、
山
本
が
出
ば
な
小
手
で
一

本
を
先
取
。
山
本
は
さ
ら
に
一
本
を
狙
い

突
き
か
ら
面
に
飛
ぶ
。
し
か
し
、
こ
れ
を

待
ち
構
え
て
い
た
鈴
木
が
、
相
面
で
仕
留

め
五
分
に
持
ち
込
む
。
終
盤
、
攻
め
合
い

男子準決勝＝鈴木（右）対山本男子準決勝＝鈴木（右）対山本 男子準決勝＝木村（左）対矢野男子準決勝＝木村（左）対矢野

男子決勝＝一本を狙う木村（左）男子決勝＝一本を狙う木村（左）

▽
準
決
勝

▽
準
決
勝

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ

れ
、
試
合
時
間
は
５
分
、
３
本
勝
負
。
時

間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
、
３
分
区

切
り
の
延
長
戦
を
行
っ
た
。

の
中
か
ら
鈴
木
が
飛
び
込
み
面
を
放
ち
、

一
本
。
逆
転
の
二
本
勝
ち
で
決
勝
に
進
ん

だ
。
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優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

２
年
前
の
決
勝
で
の
雪
辱
を
果
た
し
、
頂
点
に
立
っ
た
木
村
選
手

は
、
や
や
複
雑
な
表
情
だ
っ
た
。

「
２
年
前
に
決
勝
で
味
わ
っ
た
悔
し
い
思
い
は
決
勝
戦
で
し
か
晴

ら
せ
な
い
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
が
思
わ
ぬ
形
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
優
勝
の
実
感
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
」

　

今
回
の
優
勝
を
踏
ま
え
た
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

「
全
日
本
選
手
権
、
世
界
大
会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ま

た
、
11
月
の
全
日
本
優
勝
大
会
（
団
体
戦
）
も
優
勝
し
、
鹿
屋
の
強

さ
を
見
せ
た
い
で
す
」

▽
決
勝

木
村　
　

○
｜　
　
　

鈴
木
（
棄
権
）

　

鈴
木
は
飛
び
込
み
面
や
出
ば
な
技
を
虎こ

視し

眈た
ん

々た
ん

と
狙
う
。
対
す
る
木
村
は
多
彩
に

技
を
繰
り
出
し
応
戦
す
る
。
終
盤
、
飛
び

【
男
子
選
手
権
結
果
】

▽
優　

勝
＝
木
村　

恵
都

　
　
　
　
　
（
鹿
屋
体
育
４
年
・
水
戸
葵
陵
高
）

▽
準
優
勝
＝
鈴
木　

龍
哉

　
　
　
　
　
（
法
政
３
年
・
九
州
学
院
高
）

▽
第
３
位
＝
山
本　

清
吾

　
　
　
　
　
（
日
本
体
育
４
年
・
奈
良
大
付
高
）

　
　
　
　
　

矢
野　

将
利

　
　
　
　
　
（
法
政
３
年
・
福
大
大
濠
高
）

男子決勝＝木村（右）対鈴木男子決勝＝木村（右）対鈴木

込
み
面
を
放
っ
た
鈴
木
が
足
を
つ
り
、
場

外
へ
倒
れ
込
む
。
試
合
を
一
時
中
断
し
、

鈴
木
は
回
復
を
試
み
る
も
、
ド
ク
タ
ー
ス

ト
ッ
プ
に
よ
り
棄
権
。
木
村
の
優
勝
と
、

最
後
ま
で
戦
お
う
と
す
る
鈴
木
の
闘
志

に
、
観
衆
は
心
か
ら
拍
手
を
送
っ
た
。

▽
敢
闘
賞
＝
米
田
好
太
郎

　
　
　
　
　
（
筑
波
４
年
・
九
州
学
院
高
）

　
　
　
　
　

池
田
龍
ノ
介

　
　
　
　
　
（
中
央
４
年
・
福
大
大
濠
高
）

　
　
　
　
　

小
檜
山
琢
仁

　
　
　
　
　
（
慶
應
義
塾
４
年
・
安
積
高
）

　
　
　
　
　

橋
本　

和
馬

　
　
　
　
　
（
東
京
農
業
４
年
・
長
崎
西
陵
高
）
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ニュース　全日本学生女子剣道選手権大会

　
第
57
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
　

川
合
芳
奈

川
合
芳
奈
（
筑
波
）

（
筑
波
）
が
全
日
本
を
制
す

が
全
日
本
を
制
す

女子決勝＝川合（右）が技を仕掛ける女子決勝＝川合（右）が技を仕掛ける

　

第
57
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、

毎
日
新
聞
社
）が
７
月
１
日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、各
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ

た
96
名
が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
試
合
は
川
合
芳か
ん

奈な

（
筑
波
３
年
）
が
決
勝
で
猪

原
悠ゆ

月づ
き

（
中
央
２
年
）
を
下
し
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

大
会
史
上
初
の
３
連
覇
を
狙
う
水
川
晴

奈（
法
政
３
年
）が
２
回
戦
で
姿
を
消
す
。

そ
の
他
、
有
力
な
４
年
生
選
手
が
次
々
と

敗
退
す
る
中
、
準
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
の

は
川
合
芳
奈
、北
澤
毱ま
り

乃の

（
筑
波
１
年
）、

猪い

原は
ら

悠ゆ

月づ
き

（
中
央
２
年
）、笠り
ゅ

日う
ひ

向な

子こ

（
筑

波
３
年
）
の
４
名
で
あ
っ
た
。

川
合　
　

メ
｜　
　
　

北
澤

　

筑
波
の
同
門
対
決
。
試
合
中
盤
、
攻
め

合
い
の
中
で
後
ろ
に
下
が
っ
た
北
澤
へ
、

川
合
が
鋭
く
面
を
飛
び
込
み
、
一
本
。
川

合
が
リ
ー
ド
を
守
り
切
り
、
決
勝
へ
進
出

し
た
。

猪
原　
　

コ
｜　
　
　

笠

　

前
回
、
前
々
回
と
３
位
の
成
績
を
残
す

笠
が
、初
の
準
決
勝
突
破
を
狙
う
。序
盤
、

笠
の
手
元
が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
猪
原

の
狙
い
澄
ま
し
た
小
手
が
決
ま
る
。
笠
は

巻
き
返
し
を
図
る
も
、
積
極
的
に
技
を
出

す
猪
原
を
攻
略
し
き
れ
ず
、
時
間
切
れ
。

猪
原
が
決
勝
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

▽
準
決
勝

▽
準
決
勝

女子準決勝＝猪原（右）対笠女子準決勝＝猪原（右）対笠 女子準決勝＝川合（左）対北澤女子準決勝＝川合（左）対北澤

心技体 人を育てる総合誌
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▽
決
勝

川
合　
　

コ
｜　
　
　

猪
原

　

初
優
勝
を
狙
う
両
者
の
試
合
は
、
序
盤

か
ら
慎
重
な
攻
め
合
い
が
続
き
、
互
い
に

機
会
を
窺う
か
がう
場
面
が
続
く
。
５
分
間
の
本

優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

優
勝
杯
を
手
に
し
た
川
合
選
手
が
、
率
直
な
感
想
を
語
っ
た
。

「
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
関
東
大
会
で
の
調
子
を
全
日

本
で
も
出
せ
る
よ
う
に
と
、
今
日
ま
で
稽
古
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

今
日
は
１
回
戦
目
か
ら
得
意
技
が
決
ま
っ
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
試

合
が
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　

関
東
、
全
日
本
と
個
人
戦
を
制
覇
し
た
川
合
選
手
が
、
今
後
の
目

標
を
語
っ
た
。

「
大
学
と
し
て
は
秋
の
団
体
戦
で
の
日
本
一
、
個
人
と
し
て
は
、
全

日
本
選
手
権
や
世
界
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

【
女
子
選
手
権
結
果
】

▽
優　

勝
＝
川
合　

芳
奈

　
　
　
　
　
（
筑
波
３
年
・
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

▽
準
優
勝
＝
猪
原　

悠
月

　
　
　
　
　
（
中
央
２
年
・
筑
紫
台
高
）

▽
第
３
位
＝
北
澤　

毱
乃

　
　
　
　
　
（
筑
波
１
年
・
中
村
学
園
女
子
）

　
　
　
　
　

笠　

日
向
子

　
　
　
　
　
（
筑
波
３
年
・
中
村
学
園
女
子
）

女子決勝＝川合（右）対猪原女子決勝＝川合（右）対猪原

戦
で
は
有
効
打
が
出
な
い
ま
ま
、
延
長
戦

へ
。
決
着
が
つ
い
た
の
は
試
合
開
始
か
ら

９
分
、
猪
原
が
飛
び
込
み
面
を
放
つ
そ
の

瞬
間
を
、
川
合
が
出
ば
な
小
手
で
捉
え
、

一
本
。
関
東
を
制
覇
し
た
川
合
が
堂
々
の

全
日
本
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
敢
闘
賞
＝
佐
藤　

悠
月

　
　
　
　
　
（
山
形
１
年
・
秋
田
北
高
）

　
　
　
　
　

中
村　

日
南

　
　
　
　
　
（
日
本
体
育
４
年
・
三
養
基
高
）

　
　
　
　
　

奥
谷　

茉
子

　
　
　
　
　
（
筑
波
４
年
・
中
村
学
園
女
子
）

　
　
　
　
　

湯
川　

愛
梨

　
　
　
　
　
（
大
阪
体
育
４
年
・
済
美
高
）
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ニュース　全日本学生剣道東西対抗試合 他

　
男
子
は
東
西
各
20
名
、
女
子
は
各
10

名
が
出
場
。
試
合
時
間
は
３
分
３
本
勝
負

の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
わ
れ
、
勝
敗
が
決
し

な
い
場
合
は
引
き
分
け
と
し
、
大
将
の
試

合
の
み
３
分
区
切
り
の
延
長
戦
が
行
わ
れ

た
。

▽
男
子

　

西
軍
先
鋒
・
向
井
崇
真
（
関
西
学
院
）

が
先
鋒
戦
を
制
す
る
も
、
東
軍
次
鋒
・
小

林
柊
弥
（
日
本
）
が
向
井
を
退
け
る
。
そ

の
後
、
東
軍
15
将
・
江
澤
佑
真
（
駒
澤
）

が
３
人
を
抜
き
、
東
軍
が
リ
ー
ド
。
さ
ら

に
、東
軍
13
将
・
橋
本
和
馬
（
東
京
農
業
）

が
怒
涛
の
５
人
抜
き
で
リ
ー
ド
を
広
げ

る
。
東
軍
11
将
・
相
馬
武
蔵
（
明
治
）
が

３
人
を
抜
き
、西
軍
３
将
・
中
山
豊
樹
（
鹿

◇
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

名
前
上
部
の
※
は
優
秀
選
手
賞

 　
　
　

監　

督　

和
栗　

孝
充
（
明
治
卒
） 

 

東
軍　

助
監
督　

小
林　

日
出
至
郎
（
筑
波
卒
）

 　
　
　

助
監
督　

牛
木　

さ
つ
子
（
国
士
舘
卒
）  　

　
　

監　

督　

八
竹　

利
明
（
大
阪
歯
科
卒
）

 

西
軍　

助
監
督　

多
治
見　

修
（
中
部
卒
）

 　
　
　

助
監
督　

熨
斗　

由
利
（
園
田
学
園
女
子
卒
）

西
軍
大
将
・
木
村
（
右
）
対
東
軍
６
将
・
菅
藤
。

西
軍
大
将
・
木
村
（
右
）
対
東
軍
６
将
・
菅
藤
。

木
村
の
面
返
し
胴
が
決
ま
る

木
村
の
面
返
し
胴
が
決
ま
る

東
軍
５
将
・
藤
島
（
右
）
対
木
村

東
軍
５
将
・
藤
島
（
右
）
対
木
村

1212
将将

1313
将将

1414
将将

1515
将将

1616
将将

1717
将将

1818
将将

次
鋒
次
鋒
先
鋒
先
鋒

東
軍
（
５
人
残
し
）

東
軍
（
５
人
残
し
）

福
田　

直
樹

福
田　

直
樹

※
橋
本　

和
馬

※
橋
本　

和
馬

河
原　

佑
太

河
原　

佑
太

※
江
澤　

佑
真

※
江
澤　

佑
真

小
浦　

一
郎

小
浦　

一
郎

世
良
晃
一
朗

世
良
晃
一
朗

石
田
恭
一
郎

石
田
恭
一
郎

小
林　

柊
弥

小
林　

柊
弥

中
﨑　

幹
太

中
﨑　

幹
太

氏
名
氏
名

４４ ４４４４ ４４ ３３４４ ２２ ４４２２学
年
学
年

東
北
学
院
大

東
北
学
院
大

東
京
農
業
大

東
京
農
業
大

北
海
学
園
大

北
海
学
園
大

駒
澤
大

駒
澤
大

福
井
工
業
大

福
井
工
業
大

神
奈
川
大

神
奈
川
大

仙
台
大

仙
台
大

日
本
大

日
本
大

北
海
道
大

北
海
道
大

学
校
名

学
校
名

メメココメ
メ
メ
メ
メ
ド
メ
ド
コ
メ
コ
メ
ココメ
ド
メ
ド
メメ メメメメココ コ

メ
コ
メ

コ
コ
コ
コ

ココメメ 各
試
合
結
果

各
試
合
結
果

メ
メ
メ
メ

コ
メ
コ
メ
コ
メ
コ
メ ドド メメ メメ

コ
メ
コ
メ

西
軍
西
軍

７
将
７
将
８
将
８
将
９
将
９
将
中
堅
中
堅

1111
将将

1212
将将

1313
将将

1414
将将

1515
将将

1616
将将

1717
将将

1818
将将
次
鋒
次
鋒

先
鋒
先
鋒

大
竹
野　

学

大
竹
野　

学

池
田
進
之
介

池
田
進
之
介

加
藤　

輝
也

加
藤　

輝
也

宮
本
周
次
郎

宮
本
周
次
郎

金
丸　

大
地

金
丸　

大
地

※
蔦
田　

瑞
希

※
蔦
田　

瑞
希

西
田　

裕
貴

西
田　

裕
貴

藤
井　

魁
大

藤
井　

魁
大

山
本　

海
斗

山
本　

海
斗

市
村　

宣
成

市
村　

宣
成

田
外　

祥
規

田
外　

祥
規

長　

蓮
太
郎

長　

蓮
太
郎

藤
田　

仁
平

藤
田　

仁
平

向
井　

崇
真

向
井　

崇
真

氏
名
氏
名

４４４４４４４４４４ ４４４４４４ ４４３３ ３３ ３３２２ ２２学
年
学
年

朝
日
大

朝
日
大

同
志
社
大

同
志
社
大

周
南
公
立
大

周
南
公
立
大

関
西
大

関
西
大

別
府
大

別
府
大

大
阪
教
育
大

大
阪
教
育
大

宮
崎
産
経
大

宮
崎
産
経
大

関
西
大

関
西
大

鹿
屋
体
育
大

鹿
屋
体
育
大

松
山
大

松
山
大

成
城
大

成
城
大

近
畿
大

近
畿
大

中
部
学
院
大

中
部
学
院
大

関
西
学
院
大

関
西
学
院
大

学
校
名

学
校
名

　
第
70
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
　
第
17
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
　

第
70
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試

合
、
第
17
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西

対
抗
試
合
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連

盟
、
毎
日
新
聞
社
）
が
、
７
月
１
日
・
２

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
女
と

も
に
東
軍
が
勝
利
し
た
。

男
女
と
も
に
、
東
軍
が
勝
利

男
女
と
も
に
、
東
軍
が
勝
利
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屋
）が
引
き
分
け
で
退
け
る
。
西
軍
副
将
・

加
藤
圭
磨
（
近
畿
）
は
２
人
を
抜
く
も
、

東
軍
８
将
・
小
檜
山
琢
仁
（
慶
應
）
に
敗

れ
る
。
８
人
を
残
す
東
軍
に
、西
軍
大
将
・

木
村
恵
都
（
鹿
屋
）
は
３
人
を
抜
く
活
躍

を
見
せ
る
が
、
東
軍
５
将
・
藤
島
剣
（
日

体
）
が
延
長
戦
に
て
小
手
を
決
め
、
東
軍

が
５
人
を
残
し
勝
利
し
た
。

▽
女
子

　

選
手
権
大
会
で
水
川
晴
奈
（
法
政
大
）

を
下
し
た
西
軍
８
将
・
高
木
智
紗
（
環
太

平
洋
）
が
、
東
軍
の
次
鋒
、
８
将
の
２
人

を
抜
く
。
そ
の
後
、
西
軍
が
１
人
リ
ー
ド

し
、
東
軍
大
将
・
奥
谷
茉
子
（
筑
波
）
と

西
軍
副
将
・
堀
由
美
恵
（
大
阪
体
育
）
が

対
決
。
延
長
戦
で
奥
谷
が
小
手
を
決
め
、

大
将
戦
へ
。
西
軍
大
将
・
大
嶋
友
莉
亜

（
鹿
屋
）
が
序
盤
か
ら
連
続
で
技
を
繰
り

出
し
、
攻
勢
に
出
る
。
試
合
終
了
間
際
、

鍔
迫
り
合
い
か
ら
奥
谷
が
引
き
面
を
打
つ

と
、
見
事
に
一
本
。
東
軍
が
勝
利
し
た
。

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

◇
男
子
＝
東
軍
勝
利
（
５
人
残
し
）

※
通
算
成
績　

東
軍
50
勝
17
敗
１
引
分

◇
女
子
＝
東
軍
勝
利
（
大
将
戦
）

※
通
算
成
績　

東
軍
７
勝
８
敗

◇
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
（
監
督
・
助
監
督
は
男
子
と
同
じ
）

名
前
上
部
の
※
は
優
秀
選
手
賞

大
将
大
将
副
将
副
将
３
将
３
将
４
将
４
将
中
堅
中
堅

６
将
６
将

７
将
７
将
８
将
８
将
次
鋒
次
鋒

先
鋒
先
鋒

東
軍
（
大
将
戦
）

東
軍
（
大
将
戦
）

※
奥
谷　

茉
子

※
奥
谷　

茉
子

柿
元　

冴
月

柿
元　

冴
月

牛
島
い
つ
か

牛
島
い
つ
か

鈴
木　

小
桜

鈴
木　

小
桜

中
村　

日
南

中
村　

日
南

※
江
面　

香
帆

※
江
面　

香
帆

吉
田
梨
花
子

吉
田
梨
花
子

蔭
田　

吏
亜

蔭
田　

吏
亜

小
野　

萌
子

小
野　

萌
子

※
川
合　

芳
奈

※
川
合　

芳
奈

氏
名
氏
名

４４４４４４３３４４ ３３ ４４２２１１ ３３学
年
学
年

筑
波
大

筑
波
大

法
政
大

法
政
大

福
井
工
業
大

福
井
工
業
大

札
幌
大

札
幌
大

日
本
体
育
大

日
本
体
育
大

東
北
学
院
大

東
北
学
院
大

明
治
大

明
治
大

札
幌
大

札
幌
大

山
形
大

山
形
大

筑
波
大

筑
波
大学

校
名

学
校
名

メメココ メメ メ
コ
メ
コ

ココ各
試
合
結
果

各
試
合
結
果ドド ココ ココメメ

西
軍
西
軍

大
将
大
将
副
将
副
将
３
将
３
将

４
将
４
将
中
堅
中
堅
６
将
６
将

７
将
７
将

８
将
８
将
次
鋒
次
鋒
先
鋒
先
鋒

大
嶋
友
莉
亜

大
嶋
友
莉
亜

堀　

由
美
恵

堀　

由
美
恵

市
川
結
里
加

市
川
結
里
加

※
井
波　

愛
結

※
井
波　

愛
結

大
西　

里
奈

大
西　

里
奈

片
山　

真
楓

片
山　

真
楓

遠
藤　
　

華

遠
藤　
　

華

※
高
木　

智
紗

※
高
木　

智
紗

宮
本　

も
え

宮
本　

も
え

大
嶋　

妃
奈

大
嶋　

妃
奈

氏
名
氏
名

４４４４４４ ３３４４３３ ４４ １１３３２２学
年
学
年

鹿
屋
体
育
大

鹿
屋
体
育
大

大
阪
体
育
大

大
阪
体
育
大

中
京
大

中
京
大

環
太
平
洋
大

環
太
平
洋
大

関
西
学
院
大

関
西
学
院
大

近
畿
大

近
畿
大

星
城
大

星
城
大

環
太
平
洋
大

環
太
平
洋
大

園
田
学
園
女
子
大

園
田
学
園
女
子
大

福
岡
大

福
岡
大学

校
名

学
校
名

東
軍
大
将
・
奥
谷
（
左
）
対
西
軍
副
将
・
堀

東
軍
大
将
・
奥
谷
（
左
）
対
西
軍
副
将
・
堀

大
将
戦
。
西
軍
大
将
・
大
嶋
（
右
）
が
攻
め
る

大
将
戦
。
西
軍
大
将
・
大
嶋
（
右
）
が
攻
め
る

５
将
５
将
６
将
６
将
７
将
７
将

８
将
８
将
９
将
９
将
中
堅
中
堅

1111
将将

※
藤
島　
　

剣

※
藤
島　
　

剣

菅
藤　

尚
哉

菅
藤　

尚
哉

曽
我
部
龍
我

曽
我
部
龍
我

小
檜
山
琢
仁

小
檜
山
琢
仁

青
木　
　

尊

青
木　
　

尊

阿
比
留
宏
貴

阿
比
留
宏
貴

※
相
馬　

武
蔵

※
相
馬　

武
蔵

４４４４４４ ４４４４４４ ４４
日
本
体
育
大

日
本
体
育
大

福
井
工
業
大

福
井
工
業
大

国
士
舘
大

国
士
舘
大

慶
應
大

慶
應
大

北
大
函
館
校

北
大
函
館
校

法
政
大

法
政
大

明
治
大

明
治
大

ココ コ
コ
コ
コ

ドド メメメ
メ
メ
メ
ドド

メ
ド
メ
ドココココ ドド

コ
コ
コ
コ メメ

大
将
大
将

副
将
副
将
３
将
３
将
４
将
４
将
５
将
５
将

６
将
６
将

※
木
村　

恵
都

※
木
村　

恵
都

※
加
藤　

圭
磨

※
加
藤　

圭
磨

中
山　

豊
樹

中
山　

豊
樹

倉
石　

隼
輔

倉
石　

隼
輔

葛
和　

大
敬

葛
和　

大
敬

佐
藤　

瑠
綺

佐
藤　

瑠
綺

４４ ４４４４４４４４ ４４
鹿
屋
体
育
大

鹿
屋
体
育
大

近
畿
大

近
畿
大

鹿
屋
体
育
大

鹿
屋
体
育
大

中
京
大

中
京
大

東
亜
大

東
亜
大

大
阪
体
育
大

大
阪
体
育
大
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第
15
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
連

盟
・
読
売
新
聞
社
）
が
７
月
10
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
年
齢

別
に
１
チ
ー
ム
７
名
で
編
成
さ
れ
た
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
47
都
道
府
県
の
選
手
た

ち
が
覇
を
争
っ
た
。

　

決
勝
は
、
埼
玉
県
と
大
阪
府
の
対
決
と
な
り
、
埼
玉
県
が
４
︱
２
で
勝
利
。
10

年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

第 15 回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会

埼
玉
県
が
優
勝

10
年
ぶ
り
・
２
回
目

■
準
決
勝
①

　
　
　

埼
玉
県　
　

３
︱
０　

東
京
都

先
鋒　

森　

柚
乃　

メ
︱　
　

伊
藤　

菫

次
鋒　

小
川
真
英　
　

×　
　

北
井
沙
樹

５
将　
小
川
梨
々
香　

メ
︱　
　

内
田
涼
子

中
堅　

志
藤
綾
子　
　

×　
　

近
藤
美
洸

３
将　

渡
會
愛
梨　
　

×　
　

本
川
愛
梨

副
将　

村
山
千
夏
メ
メ
︱　
　
矢
野
比
路
代

大
将　
市
村
麻
美
子　

メ
×
コ　

鈴
木
亜
紀

　

昨
年
優
勝
の
京
都
を
下
し
た
埼
玉
と
東

京
の
対
戦
。
先
鋒
戦
で
埼
玉
・
森
は
、
出

ば
な
面
を
決
め
て
一
本
勝
を
収
め
た
。
次

鋒
戦
は
引
分
。
５
将
戦
は
埼
玉
・
小
川

（
梨
）が
引
き
面
を
決
め
て
勝
利
。
中
堅
、

３
将
戦
は
引
分
に
終
わ
る
。
副
将
戦
は
埼

玉
・
村
山
が
相
手
の
隙
を
つ
き
、
面
を
２

本
決
め
て
勝
利
し
た
。
こ
の
時
点
で
埼
玉

の
勝
利
が
決
定
。
大
将
戦
は
引
分
と
な

り
、
３
︱
０
で
埼
玉
が
決
勝
へ
進
ん
だ
。

決勝・中堅戦＝志藤（左）が面を決めて、埼玉が優勝を果たす決勝・中堅戦＝志藤（左）が面を決めて、埼玉が優勝を果たす

準
決
勝
・
先
鋒
戦
＝
埼
玉
・
森
（
左
）
が
面
を
決
め
る

準
決
勝
・
先
鋒
戦
＝
埼
玉
・
森
（
左
）
が
面
を
決
め
る
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【
大
会
結
果
】

◎
優　

勝
＝
埼
玉
県

○
準
優
勝
＝
大
阪
府

▽
第
３
位
＝
東
京
都
・
群
馬
県

◇
優
秀
選
手

　
　

菅
谷
千
惠
子
（
和
歌
山
県
）

　
　

興
梠　
　

舞
（
宮
崎
県
）

　
　

村
田　

結
依
（
茨
城
県
）

　
　

下
川　

美
佳
（
鹿
児
島
県
）

　
　

西
岡
伽
弥
乃
（
愛
知
県
）

　
　

渡
邊　

タ
イ
（
熊
本
県
）

玉
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

３
将
戦
は
引
分
。
副
将
戦
、
大
将
戦
は

大
阪
の
近
藤
と
川
内
が
勝
利
し
た
。

　

埼
玉
県
が
４
︱
２
で
10
年
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
埼
玉
県
・
金
子
優
香
理
監
督

「
勝
つ
力
の
あ
る
い
い
チ
ー
ム
で
し
た
。

予
選
か
ら
徐
々
に
皆
の
調
子
が
良
く
な
り

い
い
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
で

は
若
い
子
た
ち
に
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。

普
段
は
選
手
権
や
国
体
な
ど
で
競
い
合
う

ラ
イ
バ
ル
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
い
い
仲
間
だ
と
思
い
ま
す
。

稽
古
会
は
大
会
の
１
週
間
前
に
初
め
て
全

員
が
揃
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
色
々
な
場

所
で
稽
古
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
の

で
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

先
鋒
戦
は
、
埼
玉
・
森
が
大
阪
・
平
瀬

に
鮮
や
か
な
出
ば
な
面
を
決
め
て
一
本
勝

し
た
。
次
鋒
戦
は
、
埼
玉
・
小
川
（
真
）

と
大
阪
・
寺
本
に
よ
る
中
央
大
３
年
の
対

決
。
初
め
に
寺
本
が
面
を
決
め
る
と
、
小

川
が
気
迫
の
こ
も
っ
た
面
と
小
手
を
続
け

て
決
め
て
激
戦
を
制
し
た
。
続
く
５
将
戦

も
、
埼
玉
・
小
川
（
梨
）
が
小
手
を
決
め

て
、
埼
玉
が
３
連
勝
し
、
優
勝
に
大
手
を

か
け
た
。

　

中
堅
戦
は
、
埼
玉
・
志
藤
と
大
阪
・
有

本
の
対
戦
。
中
盤
に
志
藤
は
、
上
段
構
え

の
有
本
の
隙
を
つ
い
て
小
手
を
決
め
た
。

続
け
て
有
本
が
小
手
を
仕
掛
け
た
と
こ
ろ

に
志
藤
が
面
を
決
め
て
試
合
は
終
了
。
埼

■
準
決
勝
②

　
　
　

大
阪
府　

０
代
︱
０　

群
馬
県

先
鋒　

平
瀬
瑠
愛　
　

×　
　
設
楽
和
乃
花

次
鋒　
寺
本
す
ず
な　
　

×　
　

眞
下
ゆ
ず

５
将　

北
井
真
結　
　

×　
　
福
田
安
優
子

中
堅　

有
本
奈
未　
　

×　
　

堀
込　

望

３
将　

辻　

瑶
子　
　

×　
　
中
根
ま
な
み

副
将　

近
藤
恵
子　
　

×　
　

新
井
直
美

大
将　

川
内　

綾　

コ
×
コ　

根
岸
敦
子

代
表　

川
内　

綾　

メ
︱　
　

根
岸
敦
子

　

先
鋒
か
ら
副
将
戦
は
大
阪
、
群
馬
と
も

に
決
め
手
に
欠
け
て
引
分
に
終
わ
る
。
大

将
戦
は
大
阪
・
川
内
が
小
手
で
一
本
を
先

取
す
る
と
、
群
馬
・
根
岸
も
小
手
を
決
め準決勝・代表者戦＝大阪・川内（右）の面で、大阪が勝利準決勝・代表者戦＝大阪・川内（右）の面で、大阪が勝利

て
引
分
と
な
り
、
勝
負
は
代
表
者
戦
に
委ゆ
だ

ね
ら
れ
た
。
代
表
者
戦
は
大
将
戦
と
同
じ

大
阪
・
川
内
と
群
馬
・
根
岸
の
対
戦
。
川

内
が
会
心
の
面
を
決
め
て
一
本
勝
し
、
大

阪
を
決
勝
へ
と
導
い
た
。

■
決
勝

　
　
　

埼
玉
県　
　

４
︱
２　

大
阪
府

先
鋒　

森　

柚
乃　

メ
︱　
　

平
瀬
瑠
愛

次
鋒　

小
川
真
英
メ
コ
︱
メ　
寺
本
す
ず
な

５
将　
小
川
梨
々
香　

コ
︱　
　

北
井
真
結

中
堅　

志
藤
綾
子
コ
メ
︱　
　

有
本
奈
未

３
将　

渡
會
愛
梨　
　

×　
　

辻　

瑶
子

副
将　

村
山
千
夏　
　

︱
ド　

近
藤
恵
子

大
将　
市
村
麻
美
子　
　

︱
メ
メ
川
内　

綾決勝・中堅戦＝志藤（左）が小手を決める決勝・中堅戦＝志藤（左）が小手を決める

　　　優勝＝埼玉県　　　優勝＝埼玉県
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ニュース　全関東学生弓道選手権大会

第第
5353
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

第
53
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

が
６
月
10
・
11
日
、
日
本
武
道
館
で
33
校

約
600
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
男
子

団
体
戦
で
は
法
政
大
学
が
５
年
ぶ
り
14
度

目
と
な
る
優
勝
、
女
子
団
体
戦
で
は
明
治

大
学
が
10
年
ぶ
り
４
度
目
と
な
る
優
勝
を

果
た
し
た
。
個
人
戦
で
は
男
子
の
部
で

佐
々
木
俊
（
法
政
大
）、
女
子
の
部
で
山

﨑
琴
葵
（
早
稲
田
大
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

に
輝
い
た
。

　

大
会
は
６
月
10
日
に
男
子
の
団
体
戦
と

個
人
戦
が
行
わ
れ
、
６
月
11
日
に
女
子
の

団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

団
体
の
部
は
男
子
は
６
人
順
立
で
１
人

４
射
、
女
子
は
３
人
順
立
で
１
人
４
射
に

よ
り
実
施
。
予
選
・
決
勝
と
も
に
同
中
の

場
合
は
競
射
に
よ
り
勝
敗
を
決
し
た
。

　

個
人
戦
は
男
女
と
も
に
決
勝
は
的
中
を

続
け
た
者
が
勝
ち
残
る
射
詰
で
、
４
射
目

よ
り
八
寸
的
を
使
用
し
て
競
っ
た
。

■
団
体
戦

▼
男
子
の
部

　

決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
法
政
大

学
と
明
治
大
学
。
24
射
終
え
た
段
階
で
両

チ
ー
ム
20
中
で
あ
っ
た
た
め
、
同
中
競
射

（
１
人
２
射
計
12
射
）
が
行
わ
れ
た
。
明

団体戦・女子の部優勝＝明治大学 団体戦・男子の部優勝＝法政大学

団体戦・男子の部決勝＝同中競射までもつれた接戦を制したのは法政大学（手前）団体戦・男子の部決勝＝同中競射までもつれた接戦を制したのは法政大学（手前）

が優勝男子は法政大学
女子は明治大学団体戦で
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【
大
会
結
果
】

■
団
体
戦

▼
男
子
の
部

▽
優
勝
＝
法
政
大
学

▽
準
優
勝
＝
明
治
大
学

▽
３
位
＝
筑
波
大
学

▼
女
子
の
部

▽
優
勝
＝
明
治
大
学

▽
準
優
勝
＝
慶
應
義
塾
大
学

▽
３
位
＝
桜
美
林
大
学

■
個
人
戦

▼
男
子
の
部

▽
優
勝
＝
佐
々
木
俊
（
法
政
大
学
）

▽
準
優
勝
＝
星
山
知
慶
（
明
治
大
学
）

▽
３
位
＝
道
下
叶
夢
（
国
際
武
道
大
学
）

▼
女
子
の
部

▽
優
勝
＝
山
﨑
琴
葵
（
早
稲
田
大
学
）

▽
準
優
勝
＝
瀬
川
珠
璃（
国
際
武
道
大
学
）

▽
３
位
＝
野
口
陽
向
（
大
東
文
化
大
学
）大会の最後には納射が行われた大会の最後には納射が行われた

個人戦・男子の部優勝＝佐々木俊（法政大・手前）個人戦・男子の部優勝＝佐々木俊（法政大・手前）

個人戦・女子の部優勝＝山﨑琴葵（早稲田大）個人戦・女子の部優勝＝山﨑琴葵（早稲田大）

団体戦・女子の部決勝戦＝ 10中で優勝を決めた明治大学団体戦・女子の部決勝戦＝ 10中で優勝を決めた明治大学

治
大
学
の
９
中
を
上
回
り
、
法
政
大
が
12

射
全
て
を
的
中
、
５
年
ぶ
り
14
度
目
の
優

勝
に
輝
い
た
。

▼
女
子
の
部

　

決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
明
治
大

学
と
慶
應
義
塾
大
学
。
12
射
終
え
て
明
治

大
が
10
中
、
慶
應
義
塾
大
が
８
中
と
な

り
、
明
治
大
が
10
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

■
個
人
戦

　

男
子
は
佐
々
木
俊
（
法
政
大
）
が
八
寸

的
の
５
本
目
を
唯
一
的
中
さ
せ
、
優
勝
に

輝
い
た
。

　

女
子
は
山
﨑
琴
葵
（
早
稲
田
大
）
が
八

寸
的
の
３
本
目
を
唯
一
的
中
さ
せ
、
優
勝

に
輝
い
た
。
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